
　動物の命を大切にすることや、マナーを守った飼い方についての理解と関心を
深めることを目的に「動物愛護週間」が定められています。
　動物を飼っている方も飼っていない方も、動物の適正な飼い方や人と動物との
共生について考えてみましょう。

◆排泄はできるだけ散歩前に済ませ、　　
　散歩中はきちんと後始末を
　散歩中のふんは必ず持ち帰り、尿は水で充
分に流しましょう。
◆放し飼いは
　やめよう
　散歩中は必ずリード
などでつなぎましょう。

◆狂犬病の予防注　
　射は、忘れずに
　犬を飼う場合は、狂
犬病予防法により、市役所への登録が必要で
す。毎年、必ず一回は狂犬病予防注射を受け
させましょう。

犬と暮らす方へ

◆室内で飼おう
　屋外で飼うと、近所で排泄をした
り庭を荒らしたりする可能性がありま
す。事故や感染症を防ぐためにも、室
内で飼いましょう。

◆不妊・去勢手術を考えよう
　猫は１回の出産で４～５匹の子猫を
生みます。飼えない子猫が生まれな
いように、不妊・去勢手術も考えましょう。

猫と暮らす方へ

飼っている人も、飼っていない人も

◆動物を捨てたり、虐待することは「犯罪」です
　犬や猫などの愛護動物を遺棄・虐待すると、１年以下の懲役または１００万円以下の罰金となります。また、みだ
りに殺傷すると５年以下の懲役または５００万円以下の罰金となります。

◆無責任な餌やりはやめよう！
　ご近所への相談なく「かわいそうだから」と、猫へ餌をあげると、トラブルの原因となることがあります。餌をあげる
のであれば、片付け、猫用トイレの設置と管理、不妊・去勢手術をするなど、飼い猫と同じように責任を持って世話を
しましょう。

◆TNR活動について考えてみませんか？　
　9月26日（土）にTNR活動について詳しく学ぶことのできる地域猫セミナーを実施します。（申込は22ページの一
般向けイベント内をご確認ください。）
　TNR活動とは飼い主のいない猫を安全に「捕獲（Trap）」し、「不妊去勢手術と耳カット（Neuter）」
をして、「元の場所に戻す（Return）」取り組みです。不幸な猫を増やさず、一代限りの命を地域で見守
り、人と猫の共生を目指します。

９月２０日（日）～２６日（土）は
「動物愛護週間」です08

▼市HP

▶環境政策課　☎23-3541
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